












 

2017ー18年ＲＩ会長イアンライズリー氏の説明は、「ロータリーの意義ある活動は、世界に対して、 

地域に対して、クラブに対して、そしてロータリアンに対して変化をもたらす」というものでした。 

それらの「変化をもたらす」ための方策として、全クラブにＲＩ会長賞をとって欲しいという要請が 

ありました。その上で、世界に変化をもたらす一環として、「会員が一人一本の木を植える」運動が 

提唱されました。 

 

地区目標 ： 美しい心、ロータリアンの矜持 

            ～修養、友情、情熱、奉仕、平和、感動～ 

 

国際協議会の最終日に、イアン・ライズリー氏は、「ロータリーを学びましょう。親しみ睦み合いましょう。 

熱い情熱を胸に、皆で奉仕に取り組みましょう。そして、平和を目指しましょう。そこに、大きな感動を共有し

合えるのです」という主旨の話を、涙ぐみながら力強く語りました。その情熱的で感動的なスピーチの要約を、

（私自身の思いも込めた） 簡潔な日本語で言い換えたものが、上記の地区目標です。 

ロータリーが 「世界に対して、地域に対して、クラブに対して、そしてロータリアンに対して変化をもたら

す」ような意義ある活動を行なうためには、我々ロータリアンが 「美しい心、ロータリアンとしての矜持を持った

仲間同士である」 ことが、何よりも大切だと思います。 

 

私自身の思い・・・というのは、以下の内容です。 

 

①修養 （ロータリアンとしての自己研鑚・高潔性・利己と利他の調和・資質向上、Guy Gundakerの思い）、 

②友情 （結縁、尊縁、随縁、親睦、寛容、共生、敬愛）、 

③情熱 （誠実で熱く純粋な情熱は、人を動かし、事態を動かす）、 

④奉仕 （ロータリアンは修養に努めながら、友情と情熱と愛に満ちた奉仕を実践する）、 

⑤平和 （世の中の安心・安全・平和、皆の幸福に寄与する立派なロータリアンたらん）、 

⑥感動 （ロータリアンだからこその達成感、充実感、満足感、そして感謝の心） 

こそロータリーの真骨頂であり、ロータリアンの美しい心、矜持の源泉と言えるのではないでしょうか？ 

 

（「修養」というのは少し古めかしくて堅苦しい言葉ですが、「知識を高め、品性を磨き、自己の 

人格形成に努める」という意味であり、我々ロータリアンに相応しい言葉だと思います。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●地区運営上の指針 

     

＜８つの地区重点事業＞ 

①会員増強                     

②奉仕プロジェクトの充実・推進  

③公共イメージと認知度の向上    

④ロータリー財団の支援 

⑤米山奨学会の支援         

⑥青少年交換事業の推進 

⑦リーダー育成 

⑧ロータリーの親睦（我々は、ロータリーの仲間である） 

 

＜６つの重点目標＞ 

１．ロータリーを学び、好きになり、活かし、広めるリーダーを！ 

２．自由討論で親睦と敬愛の念を深め合う「フォーラム例会」と「ＩＭ」を！ 

３．（飲食を伴う）夜の例会で、ガバナーのクラブ公式訪問を！ 

４．「今日は来て良かった」と、誰もが思う会合と事業を！ 

５．「ロータリー、ロータリーの奉仕哲学、ロータリーの目的」の理解を！ 

 

（その他：各クラブへ必要以上の経費を使わせないように気を配る） 

 

 

●ロータリーの奉仕哲学（奉仕理念、奉仕の理想、奉仕の理論）とは？ 

少なくとも2010年6月以降は、「ロータリーの奉仕哲学」＝「超我の奉仕という人生哲学」である。 

 

 

 

●ロータリーの目的 

ロータリアン、 

ロータリークラブ、 

地区やＲＩの目的、 

そしてガバナーの 

目標は、すべて 

「ロータリーの目的」 

を推進することです。 

「ロータリーの目的」 

を理解するには、右図 

の「ロータリアンの木」 

で考えると分かり易い  

でしょう。 

 

 

 

 



 

●ロータリーとは？ 

  ①ロータリーは、人道的な奉仕を行い、あらゆる職業において高度の道徳的 

水準を守ることを奨励し、かつ世界における親善と平和の確立に寄与する 

ことを目指した、事業および専門職務に携わる指導者が世界的に結び合った 

団体である。                         （1976年：R I 理事会決定） 

  

②ロータリーの根本は、利己と利他の心を上手く調和させる「超我の奉仕」と 

いう名の人生哲学である。それは、実生活上、実に道理にかなった  

「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」という言葉を原理・原則と 

した人生哲学である。    （1923 年：決議 23-34の１）＜一部改編／要約＞） 

 

③ロータリーは、事業、専門職務、地域社会のリーダーらによって構成され、親睦と寛容、 

個人の資質向上、事業の維持・発展に努めるとともに、家庭や仲間、職場、地域、国際社会に 

おける幸福の達成に寄与する「奉仕の心と実践」に満ちた立派なロータリアンを育てる 

世界的な団体である。 

（Guy Gundaker の「ロータリークラブの定義」を参考に、最近のＲ Ｉ の方針を加味して（私が）作成した文書） 

 

→「ロータリーとは？」と問われたら、私はＲＩ（国際ロータリー）役員であるガバナーとして、 

＊問うた人が一般人の場合なら、ロータリー“広報”である①を中心に語ります。 

 （但し、「事業および専門職務に携わる指導者」に「地域社会のリーダー」も追加します） 

＊問うた人がロータリアンの場合なら、①だけではなく、ロータリー“情報”である②に 

ついても語ります。 

＊①はロータリーの外観、②はロータリ―の内面と言い換えても良いでしょう。 

 

実際には、「ロータリーとは？」に対する個人的な思いは、ロータリアンによって様々でしょう。 

例えば、佐古亮尊氏（第 2740地区パストガバナー）は、彼の著書「ロータリーの森を歩く」の中で、 

“良質な職業人が親睦の中に相和し、自己を磨き、実力を涵養し、そのエネルギーを奉仕のエネルギー

に昇華させ、自分のクラブ、職業、地域社会、さらに国際社会に資していこうとする団体”こそが 

ロータリーであると述べています。 

実は、私の（ガバナーという立場を離れての）個人的な思いは③です。 

というのも、私は名著『A Talking Knowledge of Rotary』(1916 年)を書いた Guy Gundaker の信奉者

だからです。この本は、当時のロータリーの一般奉仕概念とクラブ運営の在り方を体系化したもので、

史上初めてのロータリーの教科書・解説書と言ってもよいでしょう。しかも、書かれている内容は、決

議 23-34の下地にもなっているのです。彼は、その本の中で「ロータリークラブの定義」を明記しまし

たが、それを参考にして私なりに作成したものが③です。 

 

●地区リーダーシップ・プラン（District Leadership Plan ＜ＤＬＰ＞）の目的 

地区リーダーシップ・プラン（ＤＬＰ）の目的（ガバナーとガバナー補佐の重要任務を明確化） 

ＤＬＰの目的は、ガバナーから任命されたガバナー補佐がクラブ運営に関連した管理業務を 

遂行して、ガバナーが専念すべき責務を果たす時間が持てるようにすることである。 

       （2015年1月：理事会決定118号＜一部改編＞） 

 

 

 

 

 



 

●クラブ・リーダーシップ・プラン（Club Leadership Plan ＜ＣＬＰ＞）の目的  

   ＣＬＰの目的は、効果的なクラブ管理運営を導入することにより、ロータリー・クラブの 

強化を図ることである。具体的には、 

a) ＜会員増強＞ 会員基盤を維持、拡大する。 

b) ＜奉仕プロジェクト＞ 地元や外国の地域社会のニーズに沿ったプロジェクトを実施し、成功させる。 

c) ＜ロータリー財団支援＞ Ｒ財団に対して、財政的貢献およびプログラム参加を通じて支援する。 

d) ＜リーダー育成＞ クラブの枠を超えてロータリー全般にわたって奉仕できるリーダーを育成する。 

クラブリーダーは、既にＤＬＰを開発・採択している地区リーダーと協議した上で、ＣＬＰを 

実行する。ＣＬＰは、毎年、見直しをするべきである。 

（2015年1月：理事会決定118号＜一部改編＞） 
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